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４月２８日分

記入者：山田希

文献：『建築の解体』1975年　磯崎新　　　　　　　　司会者：吉村奈保

発表グループ　Ａ：（真中拓美・宮本充・藤村百恵・武道良子）

　　　　　　　Ｂ：（村石美和羽・熊井晃史・岩永智典）

議題

	A：この文献が書かれて数十年経た今、「主題の不在」という状況は現在においても続いているのか。そうならば、この問題はどのように扱われているのか。

B：「主題の不在」とはどのような状態か、どのようなプロセスで成立したか、という点を話し合った上で、視点を現代に移す。


グループの考察

	A：現代においても「主題の不在」は続いているかもしれないが、絶対的な主題は現代において必要ではない。多様性を極める現代において必要なのはクライアントの数だけ存在する可変的な「小さな主題」である。

B：近代建築における共通認識が想定された大きな問題意識は拡散し、「建築の解体」の建築家たちはアクティブに主題を放棄していった。その作業が結果的にその後の建築界に「主題の不在」という主題を突きつけた。


議論の展開

	· 現代において、主題は不在なのか？

・人々の問題意識が変われば主題は変わっていく。現在では様々な問題意識があって、ひとつの大きな主題ではなく、それぞれの小さな主題に変わってきた。

・ひとつの建物にひとつの主題ではなくなってきている。

・近代建築の頃は最初の主題が全て無くなり忘れ去られていったが、現在では無くなるのではなく、いつのまにか当たり前になっていき、主題では無くなり次のものに移り変わる。

・小さな主題とは場所に限られるものではない。色々な場所に存在する問題意識を外から見てみると、「小さな主題」でつながっているものがある。

↓

	↓

· そこから充班の『クライアントの数だけ存在する小さな主題』に対し、「必要性をクライアントが決める」のは危ない？という観点に移る。

・必要性を決めるのは企業力。中流の人々のことしか考えず、下の人々のことは考えない。

・建築家の意識が低ければクライアントの要望に否応なしにこたえてしまう。

・建築家の高い意識、誠実さが必要。同時に企業も意識を高めるべきである。

・近代建築以降は良い建築家を考えるようになってきた。民主主義になってきて私たちは今、自分で考える力を身に付けねばならない。

↓

· それではどのように判断力を身につけるか？

・新しい社会問題に対応して新しい建築が生まれる。それにvividに反応できる建築家と私たちがあるべき。

・私たちの考えが広告や宣伝ですぐにゆがんだ方向にいってしまうのは、アドホッキズムから完全に抜け出せていないから。

・世の中を変えないようにしようとする考え方が壊せない風潮ができてしまっているのではないか。

↓

・しかし最近ではマスメディアに対する批判をできる人は増えてきている。抜け出す方法が少しずつできてきている。そういった人たちがもっと世の中に出て行くべき。

・４０～５０代の学生運動を経てきた時代の人たちはvividに社会に反応している。




記入者の考察

	建築が消費者視点に移り変わってきた現代では、私たち自身の知識や判断に委ねられることも多くなってくる。しかし私たちはその意識が低い、むしろ全く無い人も多いと言える。現に私もこのように考える機会がなかったら、そこまで深く考えていなかっただろう。しかし、現代は専門家に全てを委ねる時代ではなくなったのだ。移り変わりの激しい現代において、軽く流されることのない個々の確立された問題意識を持つことが重要である。そして若い世代の私たちももっと社会問題に敏感に反応し、動きを見せていくべきである。


